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萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
設
置
し
た

「
萩
市
生
活
応
援
セ
ン
タ
ー
」は
、
被
災
さ

れ
た
方
の
生
活
復
興
を
応
援
す
る
こ
と
を

目
的
に
、災
害
復
興
局
内
に
移
設
し
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
完
了
し
て
い
な
い
家

屋
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
清
掃
、
引
越
し
、

生
活
相
談
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
な
ど

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
萩
市
生
活
応
援
セ
ン
タ
ー
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
へ
の
各
種
支
援

制
度
の
申
請
と
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

被
災
さ
れ
た
方
の
生
活
復
興
の
た
め
に

活
動
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
内
容
は
、
防
災

メ
ー
ル
等
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
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０
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８
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７
月
28
日
に
発
生
し
た
豪
雨
に
よ
る
災

害
の
復
旧
・
復
興
お
よ
び
被
災
者
の
生
活

再
建
支
援
を
一
元
的
に
推
進
す
る
「
災
害

復
興
局
」
を
、
９
月
17
日
に
須
佐
総
合
事

務
所
内
に
新
設
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
豪
雨
災
害
は
、
萩
市
の
東

部
地
域
（
田
万
川
・
須
佐
・
む
つ
み
地
域
）

に
集
中
し
、
過
去
に
例
を
見
な
い
大
規
模

災
害
と
な
り
、
そ
の
復
旧
と
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
を
見
据
え
た
復
興
に
は
、
相
当
の

期
間
を
要
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活

が
一
日
も
早
く
再
建
で
き
る
よ
う
、
通
常

業
務
と
切
り
離
し
て
独
立
し
た
部
署
を
新

設
し
ま
す
。

▽
設
置
場
所　

須
佐
総
合
事
務
所
３
階

▽
構
成
（
３
事
業
部
）　

生
活
再
建
支
援

事
業
部
、
都
市
基
盤
復
興
事
業
部
、
産
業

再
生
事
業
部

▽
人
員　

専
任
31
人
、
兼
務
50
人
（
田
万

川
・
須
佐
・
む
つ
み
各
総
合
事
務
所
職
員
）

○
部
長
級　

▼
災
害
復
興
局
長
（
田
万
川

総
合
事
務
所
長
）
和
田
眞ま
さ
の
り教

▼
災
害
復
興
局
理
事
〈
生
活
再
建
支
援
担

当
〉（
市
民
部
次
長
）
松
浦
好よ
し
ひ
ろ洋

▼
災
害

復
興
局
理
事
〈
都
市
基
盤
復
興
担
当
〉（
土

木
建
築
部
次
長
）
佐さ
い
き伯

康や
す
お生

▼
災
害
復
興

局
理
事
〈
産
業
再
生
担
当
〉（
商
工
観
光

部
次
長
）
前
田
功
い
さ
お

○
部
次
長
級　

▼
災
害
復
興
局
生
活
再
建

支
援
事
業
部
統
括
官
（
保
健
福
祉
部
福
祉

政
策
課
長
）
岩
武
明め
い
じ司

▼
災
害
復
興
局
都

市
基
盤
復
興
事
業
部
統
括
官
（
萩
・
長
門

清
掃
一
部
事
務
組
合
事
務
局
主
幹
）
安
田

学ま
な
ぶ

○
課
長
級　

▼
災
害
復
興
局
主
幹
〈
総
括

調
整
担
当
〉（
総
務
部
広
報
課
主
幹
）
井

本
義よ
し
の
り則
▼
災
害
復
興
局
都
市
基
盤
復
興

事
業
部
主
幹
（
土
木
建
築
部
土
木
課
長
補

佐
）
鈴
木
明あ
き
お生

▼
災
害
復
興
局
産
業
再
生

事
業
部
主
幹
〈
基
盤
整
備
担
当
〉（
見
島

支
所
主
幹
）
福
島
盛も
り
お雄
▼
災
害
復
興
局
産

業
再
生
事
業
部
主
幹
〈
基
盤
整
備
担
当
〉

（
旭
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門
総
括
補

佐
）
野
村
謙け
ん
じ司
▼
災
害
復
興
局
産
業
再
生

事
業
部
主
幹
〈
産
業
復
興
担
当
〉（
農
林

水
産
部
農
政
課
長
補
佐
）
白
神
敦あ
つ
し司

◦
災
害
復
興
局
以
外

○
部
長
級　

▼
田
万
川
総
合
事
務
所
長

（
田
万
川
総
合
事
務
所
次
長
）
椋
む
く
の
き木

正ま
さ
の
り徳

○
部
次
長
級　

▼
市
民
部
次
長
〈
税
務
・

収
納
担
当
〉（
市
民
部
次
長
〈
収
納
担
当
〉）

池
田
寛ひ
ろ
し司

○
課
長
級　

▼
市
民
部
収
納
課
長
（
市
民

部
収
納
課
長
補
佐
）
村
田
卓た
く
じ二
▼
保
健
福

祉
部
福
祉
政
策
課
長
（
保
健
福
祉
部
福
祉

政
策
課
長
補
佐
）
三
戸
登
の
ぼ
る

▼
土
木
建
築

部
土
木
課
長（
土
木
建
築
部
土
木
課
主
幹
）

石
橋
丈た
け
お雄

　

今
回
の
異
動
の
規
模
は
、部
長
級
７
人
、

部
次
長
級
４
人
、
課
長
級
10
人
、
課
長
補

佐
級
４
人
、
係
長
級
16
人
、
主
任
級
以
下

11
人
の
合
計
52
人
で
す
（
田
万
川
・
須
佐
・

む
つ
み
の
各
総
合
事
務
所
等
の
総
括
以
下

の
災
害
復
興
局
付
の
兼
務
職
員
を
除
く
）。

　

課
長
級
以
上
で
、
本
務
に
異
動
が
あ
っ

た
職
員
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。（　

）

内
は
旧
所
属
、
本
務
の
み
表
示
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

総
務
課
（
２
５
・
１
２
３
９
）

　

須
佐
総
合
事
務
所
、
田
万
川
総
合
事
務

所
、
弥
富
支
所
、
小
川
支
所
（
小
川
小
学

校
内
）
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
政
策
課
（
２
５
・
３
５
５
０
）

（
９
月
17
日
付
）
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■
市
長
コ
ラ
ム
No.100

　

歴
史
に
残
る
大
災
害
と
な
っ
た
萩

市
東
部
の
大
豪
雨
被
災
か
ら
一
カ
月

半
が
経
過
し
た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、

基
幹
道
、
各
集
落
へ
の
交
通
路
の
確

保
等
は
一
段
落
し
た
も
の
の
、
道
路

に
つ
い
て
も
孤
立
集
落
は
な
く
な
っ

た
が
、
未
だ
迂
回
を
重
ね
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
と
こ
ろ
も
多
い
。
道
路
だ
け

で
も
県
道
、
市
道
、
農
道
の
被
災
件

数
は
４
１
２
、
橋
り
ょ
う
も
19
、
課

題
山
積
。
本
格
復
旧
は
ま
さ
に
こ
れ

か
ら
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
泥
出
し
や
被
災
ご
み

の
処
理
に
あ
た
っ
て
も
ら
っ
た
全
国

か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
活

動
に
は
驚
き
ょ
う
が
く

愕
。
遠
隔
地
か
ら
自
ら
運

転
し
、
炎
暑
の
中
、
泥
ま
み
れ
に
な

り
な
が
ら
黙
々
と
働
き
、
愚
痴
ひ
と

つ
こ
ぼ
す
こ
と
も
な
い
。
無
償
の
善

意
の
姿
を
見
て
、
我
が
国
の
未
来
に

明
る
い
光
を
感
じ
た
の
は
私
だ
け
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
セ
ン
タ
ー
へ
の
登

録
者
延
べ
約
８
０
０
０
人
、
未
登
録

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
る
と
延
べ

１
万
人
を
超
え
る
。
も
ち
ろ
ん
近
傍

か
ら
も
多
く
の
団
体
、
個
人
の
方
々

の
熱
い
支
援
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

感
謝
、
感
謝
、
感
謝
を
申
し
上
げ
た

い
。

萩
反
射
炉
な
ど
８
県
11
市
の
28
資
産

に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
「
九
州
・

山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
」に
つ
い
て
、

４
月
23
日
に
推
薦
書
案
を
国
へ
提
出
し
ま

し
た
が
、
そ
の
後
、
内
閣
官
房
に
お
い
て

内
容
の
検
討
が
行
わ
れ
、
名
称
が
「
明
治

日
本
の
産
業
革
命
遺
産　

九
州
・
山
口
と

関
連
地
域
」
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産

が
、８
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
「
稼

働
資
産
を
含
む
産
業
遺
産
に
関
す
る
有
識

者
会
議
」
に
お
い
て
、
世
界
文
化
遺
産
登

録
へ
の
推
薦
候
補
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
萩
市
が
こ
れ
ま
で
世
界
文

化
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
関
係
団
体
等
と

連
携
・
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
た

大
き
な
成
果
で
あ
り
、
萩
市
に
と
っ
て
大

変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

会
議
で
は
、「
稼
働
中
の
資
産
も
含
め

た
産
業
遺
産
が
、
明
治
か
ら
の
日
本
の
産

業
発
展
の
礎
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ

と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、文
化
審
議
会
（
事
務
局
：

文
化
庁
）
が
選
定
し
た
も
の
が
そ
の
ま
ま

ユ
ネ
ス
コ
に
推
薦
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
は
長
崎

造
船
所
や
八
幡
製
鉄
所
な
ど
、
現
在
も
企

業
活
動
に
使
用
し
て
い
る
稼
働
資
産
を
含

ん
で
い
る
た
め
、
昨
年
の
閣
議
決
定
に
基

づ
き
、
有
識
者
会
議
が
選
定
を
行
っ
た
も

の
で
す
。

　

一
方
、
稼
働
資
産
を
含
ま
な
い
案
件
に

太田昭宏国土国土交通大臣に要望書を手渡す野村市長（8月21日）

つ
い
て
は
、
８
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
文

化
審
議
会
に
お
い
て
、「
長
崎
の
教
会
群

と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」
が
推
薦
候
補

と
し
て
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
文
化
遺
産
の
推
薦
は
、
各
国
に

つ
き
１
件
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
は
政
府
に
お
い
て
、
必
要
に
応

じ
、
関
係
す
る
閣
僚
に
よ
る
会
議
を
開
催

す
る
等
に
よ
り
、
い
ず
れ
の
案
件
を
推
薦

候
補
と
す
る
か
に
つ
い
て
調
整
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
世
界
遺
産
条
約
関
係
省
庁

連
絡
会
議
で
推
薦
案
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
、
９
月
末
ま
で
に
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

遺
産
委
員
会
へ
推
薦
書
（
暫
定
版
）
が
提

出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
21
日
に
は
野
村
市
長
が
中
心
と

な
っ
て
関
係
10
市
の
市
長
等
が
、
内
閣
官

房
長
官
や
国
土
交
通
大
臣
、
総
務
大
臣
に

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
９
月
４

日
に
は
協
議
会
と
し
て
、
内
閣
官
房
長
官

に
再
度
、
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

近
代
日
本
の
産
業
遺
産
群
の
、
平
成

27
年
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向

け
て
、
今
回
の
有
識
者
会
議
の
結
論
を
踏

ま
え
、
今
後
積
極
的
な
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
、
最
終
的
に
政
府
推
薦
案
件
と
し
て

決
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
推
薦
書
が
提
出

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
・
世
界
遺
産
推
進
課

（
２
５
・
３
３
８
０
）
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民泊型教育旅行

＝抜粋＝

企画政策課（２５・３３４２）問い合わせ

須佐男命いかイベント 新規就農者支援
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「
萩
・
万
灯
会
」
幻
想
的
な
灯
火
の
世
界

　

萩
の
夏
の
風
物
詩
の
一
つ
で
あ
る
「
萩
・

万
灯
会
」
が
、
今
年
も
毛
利
家
菩
提
寺
の
大

照
院
で
８
月
13
日
に
迎
え
火
が
、
ま
た
15
日

に
は
東
光
寺
で
送
り
火
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
夏
の
観
光
客
は
、
豪
雨
災
害
の
報
道
等

の
影
響
も
あ
り
、
個
人
の
観
光
客
の
減
少
が

み
ら
れ
、
お
盆
の
前
後
で
は
前
年
と
比
べ
約

８
割
強
の
入
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
、

萩
が
舞
台
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
は
じ
ま
り
の

歌
」
や
ダ
イ
ワ
ハ
ウ
ス
の
Ｃ
Ｍ
な
ど
で
萩
の

映
像
が
全
国
に
発
信
さ
れ
る
ほ
か
、
引
き
続

き
明
治
維
新
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
萩
の
観
光
情

報
の
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

む
つ
み
剣
友
会
と
蔚ウ

ル
サ
ン山

剣
道
館
の
交
流

　

８
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
、
姉
妹
都
市
蔚

山
広
域
市
の
蔚
山
剣
道
館
の
メ
ン
バ
ー
17
人

が
む
つ
み
剣
友
会
と
の
交
流
の
た
め
来
萩
、

11
日
に
は
北
浦
剣
道
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

　

蔚
山
剣
道
館
と
む
つ
み
剣
友
会
は
合
宿
や

大
会
出
場
な
ど
を
通
じ
て
定
期
的
に
交
流
し

て
お
り
、
北
浦
剣
道
大
会
へ
も
平
成
18
年
か

ら
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。
蔚
山
剣
道
館
メ

ン
バ
ー
は
萩
で
の
滞
在
中
、
む
つ
み
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
宿
泊
し
、
地
域
の
人
た

ち
と
の
交
流
も
深
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
大
会
当
日
、
豪
雨
災
害
の
お
見
舞
い

と
し
て
蔚
山
剣
道
館
の
洪ホ
ン

聖ソ
ン
ミ
ン敏
館
長
か
ら

萩
市
長
へ
義
援
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
五
穀
豊
穣
を
祈
っ
て 

木
間
風
鎮
祭

　

８
月
15
日
に
木
間
若
宮
神
社
境
内
で
「
風

鎮
祭
」
が
行
わ
れ
、
木
間
で
受
け
継
が
れ

て
き
た
神
楽
「
神か
み
よ代

の
舞
」
が
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。「
神
代
の
舞
」
は
、
木
間
地
域
に

２
０
０
年
前
か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
て
お

り
、
五
穀
豊
穣
を
祈
念
し
て
奉
納
す
る
も
の

で
、
舞
は
全
部
で
24
種
類
あ
り
、
市
指
定
無

形
文
化
財
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
終
盤
に
舞

わ
れ
る
「
火
の
舞
」
は
、
境
内
の
灯
り
を
す

べ
て
消
し
、手
に
松た
い
ま
つ明

を
持
ち
舞
う
も
の
で
、

闇
夜
に
幻
想
的
な
炎
の
灯
り
と
と
も
に
神
楽

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
間
豆
腐
な
ど
特
産
品
の
販
売
な
ど
も
あ

り
、
会
場
は
夜
更
け
ま
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

明
木
ふ
る
さ
と
祭
り
に
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
が
登
場

　

８
月
14
日
に
「
明
木
ふ
る
さ
と
祭
り
」
が
、

旭
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
恒
例
の
の
ど
自
慢
大
会
や
盆
踊

り
、
抽
選
会
、
屋
台
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
萩

初
登
場
と
な
る
、
山
口
県
の
地
元
ア
イ
ド
ル

グ
ル
ー
プ
「
山
口
活
性
学
園
ア
イ
ド
ル
部
」

の
公
演
も
あ
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
山
口
活
性
学
園
の
ス
テ
ー
ジ
で

は
追
っ
か
け
応
援
団
も
多
く
駆
け
つ
け
、
曲

に
合
わ
せ
た
大
き
な
か
け
声
に
最
初
は
び
っ

く
り
し
た
地
元
の
方
も
、
最
後
に
は
客
席
全

体
で
か
け
声
が
出
始
め
会
場
が
一
体
と
な
り

ま
し
た
。

「火の舞」

大照院 むつみ剣友会と蔚山剣道館のメンバー

山口活性化学園アイドル部
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里
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
昨
年
か
ら

始
ま
っ
た「
萩
往
還
せ
せ
ら
ぎ
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
、
８
月
17
日
に
旭
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
か
ら
、
萩
往
還
歌
づ
く

り
の
里
推
進
委
員
会
が
主
催
。
市
外
か
ら
訪

れ
た
演
奏
者
の
フ
ァ
ン
も
多
く
、
約
80
人
の

観
客
が
会
場
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
み
ん
な
の
歌
の「
ふ
き
と
ひ
よ
こ
」

で
琴
を
奏
で
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

の
真ま

い

こ
依
子
さ
ん
と
、
弾
き
語
り
の
落
合
さ
と

こ
さ
ん
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
須
藤
か
よ
さ

ん
に
よ
る
演
奏
は
と
て
も
心
に
響
き
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
来
場
者
は
ゆ
っ
く
り
と

し
た
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

８
月
18
日
、
野
外
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
Ｓサ

ウＯ

Ｕン

ド
Ｎ
Ｄ 

Ｗウ

ェ

ー

ブ

Ａ
Ｖ
Ｅ 

音お
と
な
み

浪
」
が
開
催
さ
れ
、
約

２
０
０
人
の
来
場
者
で
、
会
場
の
堀
内
石
彫

公
園
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

椿
東
出
身
の
ロ
ッ
ク
歌
手
「
Ｒロ

ー

ズ

Ｏ
Ｓ
Ｅ
」や
、

バ
ン
ド
「
Ｃク

ロ

ッ

ド

Ｌ
Ｏ
Ｄ
」
の
ド
ラ
ム
担
当
で
土
原

出
身
の
田
中
翼
さ
ん
、
須
佐
出
身
の
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
歌
手
の
「
２
ツ
ー

︲
Ｅエ

イ

ト

Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
」、
椿
東

出
身
の
Ｄ
Ｊ
の
大
田
道み
ち
と
も
友
さ
ん
な
ど
、
東
京

な
ど
で
活
躍
中
の
萩
出
身
者
が
多
く
出
演
し

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
市
内
の
バ
ン
ド
や
、
山
口

福
祉
文
化
大
学
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
な
ど
も
出
演

し
、
会
場
は
真
夏
の
暑
さ
に
も
負
け
な
い
ほ

ど
の
熱
気
と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

和
や
か
な
音
楽
の
ひ
と
と
き
を
萩
往
還
で

真依子さん（中央）と落合さとこさん（右）

　

萩
市
学
校
教
育
研
究
発
表
大
会
が
８
月
20

日
に
市
民
館
で
開
催
さ
れ
、
市
内
教
職
員
約

４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は

教
育
実
践
の
成
果
を
発
表
す
る
も
の
で
、
今

年
で
40
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

市
内
８
校
の
児
童
・
生
徒
が
、「
志
」に
つ

い
て
発
表
す
る「
小
・
中
学
生
の
志
メ
ッ
セ
ー

ジ
」で
は
、自
ら
が
ま
ず
行
動
し
て
み
て
初
め

て
気
付
い
た
こ
と
や
、将
来
の
夢
な
ど
に
つ
い

て
発
表
し
ま
し
た
。ま
た
、
今
年
度
か
ら「
萩
・

農
下
村
塾
事
業
」と
し
て
、豊
か
な
心
を
育
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、わ
く
わ
く
農
業
体

験
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
、む
つ
み
小
と

紫
福
小
の
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

萩
な
ら
で
は
の
教
育
を
め
ざ
し
て

「小・中学生の志メッセージ」を発表する
坂井雛乃さん（白水小）と佐々木颯くん（明倫小）

R
ロ ー ズ

OSE

真
夏
の
野
外
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
で
熱
演

田中翼さん（C
ク ロ ッ ド

LOD）

須
佐
・
田
万
川
地
域
に
再
び
記
録
的
な
豪
雨

　

７
月
28
日
の
豪
雨
災
害
の
復
旧
作
業
に
追

わ
れ
て
い
た
８
月
25
日
の
未
明
、
田
万
川
・

須
佐
地
域
が
再
び
激
し
い
雨
に
襲
わ
れ
ま
し

た
。
須
佐
で
は
４
時
29
分
ま
で
の
１
時
間
雨

量
が
76
・
５
㎜
、
24
時
間
雨
量
が
２
４
９
㎜

と
、
８
月
の
観
測
史
上
最
多
と
な
る
雨
量
を

記
録
し
ま
し
た
。

　

田
万
川
・
須
佐
地
域
全
域
に
一
時
避
難
勧

告
（
２
７
７
５
世
帯
、
５
９
８
３
人
）
が
発

令
さ
れ
、
最
大
８
カ
所
の
避
難
所
に
１
６
８

人
が
避
難
し
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
28
日
の

災
害
で
被
災
さ
れ
た
方
が
再
び
被
害
を
受
け

る
な
ど
、
床
上
浸
水
９
軒
、
床
下
浸
水
47
軒

の
計
56
軒
の
家
屋
被
害
を
は
じ
め
、
市
道
の

小川地区（8 月 25 日午前９時頃）

崩
壊
や
河
川
の
決
壊
等
の
被
害
も
発
生
し
、

市
で
は
緊
急
対
応
を
行
い
ま
し
た
。
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女お
な
ご
だ
い
ば

台
場
築
造
１
５
０
年
の
記
念
に
、
奇
兵
隊
も
参
加

「
む
つ
み
愛
サ
ー
ビ
ス
」
が
ス
タ
ー
ト

須
佐
で
復
興
を
祈
り
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

　

８
月
27
日
、
む
つ
み
世
代
間
交
流
拠
点
施

設
で
「
む
つ
み
愛
サ
ー
ビ
ス
」
出
発
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
む
つ
み
愛
サ
ー
ビ
ス
」（
０
８
３
８
８
・

６
・
０
１
１
８
）
は
地
域
で
買
い
物
代
行
や

ゴ
ミ
出
し
な
ど
、
生
活
の
中
で
の
ち
ょ
っ
と

し
た
困
り
ご
と
や
手
助
け
が
必
要
な
と
き

に
、「
む
つ
み
元
気
支
援
隊
」（
隊
長 
内
田

善よ
し
は
る治

、
隊
員
37
人
）
が
支
援
す
る
も
の
で
、

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
会
員
は
年
会
費
５
０
０

円
、
サ
ー
ビ
ス
１
回
に
つ
き
１
０
０
円
を
負

担
し
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
、
安
心
で

自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、支
援
体
制
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

ビ
ビ
る
大
木
と
巡
る
幕
末
旅
日
記

　

９
月
１
日
、
萩
ふ
る
さ
と
大
使
で
タ
レ
ン

ト
の
ビ
ビ
る
大
木
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
今

年
度
第
１
回
目
の「
萩
市
民
大
学
教
養
講
座
」

を
市
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
ビ
ビ
る
大
木
の
幕
末
旅
日
記
」と
題
し
た

講
演
は
、
幕
末
史
を
学
ぶ
こ
と
が
趣
味
と
い

う
大
木
さ
ん
が
、幕
末
に
縁
ゆ
か
りの
あ
る
土
地
へ
旅

を
し
た
と
き
の
様
子
を
、軽
快
な
ト
ー
ク
と
と

と
も
に
写
真
を
交
え
て
解
説
。教
育
者
と
し
て

の
松
陰
先
生
に
惹
か
れ
熱
烈
な
フ
ァ
ン
に
な
っ

た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

支援車のロゴマークを紹介する隊員

山
口
島
根
豪
雨
水
害
復
興
祈
願

「
中
島
剛ご

う

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

豪
雨
災
害
の
復
旧
作
業
で
、「
心
身
と
も

に
疲
れ
果
て
、
心
が
折
れ
て
し
ま
っ
た
須
佐

の
人
た
ち
を
ど
う
に
か
で
き
な
い
か
」
と
須

佐
の
高
校
生
が
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
中
島
剛
さ
ん

宛
に
一
通
の
メ
ー
ル
。
毎
年
開
催
し
て
い
る

「
須
佐
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
演
奏
者

の
一
人
の
中
島
さ
ん
は
、「
自
分
に
で
き
る

こ
と
は
音
楽
し
か
な
い
、
須
佐
の
人
た
ち
に

恩
返
し
が
で
き
れ
ば
…
」
と
復
興
を
祈
願
し

た
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

８
月
27
日
、
須
佐
文
化
セ
ン
タ
ー
に
は
復

旧
作
業
の
合
間
に
、
須
佐
・
田
万
川
な
ど
か

ら
１
５
０
人
が
来
場
さ
れ
、
心
身
と
も
に
休

ま
る
音
楽
の
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

女性奇兵隊士も登場して女台場を行進

　

今
か
ら
１
５
０
年
前
の
文
久
３
年
（
１
８

６
３
）、
萩
藩
は
下
関
で
外
国
船
を
砲
撃
、

攘
夷
決
行
の
火
ぶ
た
を
切
り
ま
す
が
、
す
ぐ

に
反
撃
に
遭
い
ま
す
。
こ
の
敗
戦
が
萩
に
伝

え
ら
れ
る
と
、
住
民
は
自
ら
の
手
で
外
国
船

に
備
え
よ
う
と
、
６
月
か
ら
菊
ヶ
浜
に
土
塁

を
築
き
始
め
ま
す
。
土
塁
は
武
士
の
妻
や
奥

女
中
ま
で
参
加
し
て
築
造
し
た
た
め
、「
女

台
場
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
女
台
場
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
と
さ
れ
る

９
月
１
日
、
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
、
約

１
５
０
人
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。
会
場
で

は
萩
民
謡
「
男
な
ら
」
や
、
吟
剣
詩
舞
「
花

の
奇
兵
隊
」
の
披
露
、
紙
芝
居
「
女
台
場
築

造
物
語
」
の
上
演
や
、「
蒸
気
ま
ん
じ
ゅ
う
」

の
振
る
舞
い
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
い
に

く
の
雨
の
た
め
奇
兵
隊
結
成
１
５
０
年
の
パ

レ
ー
ド
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
26
人
に
よ

る
奇
兵
隊
も
女
台
場
の
記
念
行
事
に
参
加
し
ま

し
た
。

復興への思いを語る中島剛さん

ポーズを決めるビビる大木さん



市報HAGI●2013（平成25）年９月15日号9

○
燃
や
せ
な
い
ご
み　

横
ば
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
24
年
度
は
全
体
で
は
27
ｔ

の
減
少
で
す
が
、
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
で

回
収
し
た
不
法
投
棄
ご
み
、
海
岸
漂
着

ご
み
等
が
増
加
し
、
大
井
不
燃
物
処
理

場
に
直
接
搬
入
さ
れ
た
ご
み
は
微
増
し

て
い
ま
す
。

○
資
源
ご
み　

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
平
成
17
年
度
と
比
較
す
る
と
、

缶
、
白
色
ト
レ
イ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

古
紙
・
古
布
が
３
〜
４
割
、
ビ
ン
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
が
約
２
割

と
、
乾
電
池
・
蛍
光
灯
以
外
は
大
き

く
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、
昨
年
度
よ
り

0.7
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
が
行
う
ご
み
収
集
と

は
別
に
独
自
に
資
源
ご
み
回
収
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
団
体
が
回
収
す
る

古
紙
類
の
回
収
量
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
要
因
で
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
に
向
け
た
取
り
組
み

を
一
人
ひ
と
り
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
参
考
】
平
成
23
年
度
リ
サ
イ
ク
ル

率 

山
口
県
27
・
９
％
、全
国
20
・
４
％

■
問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
１
４
６
）

0
2,000
4,000
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12,000
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20,000

H21H17 H18 H19 H20

燃やせるごみ
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22,000
24,000

ごみ全体

22,531 22,083
20,747 19,868 19,657

16,906 16,690 15,773 15,266 15,011

3,065 2,924 2,643 2,352 2,296

2,262 2,186 1,982 1,737 1,936

19,036

14,358

2,240

1,955
H22

△１人１日あたり排出量

1,060

900

920

940

960

980

1,000

1,020

1,040
1,046 1,043

996

969 971

956

■
■

■
■

■

■ ■
■

■

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

■

■ ■

■■ ■■

△

△

△

△

■

■

■■

19,893

14,953

1,017

2,205

2,172
H23

△

△

△
△

■

1,019

19,680

■

14,685

■■
2,142
2,145

H24

　

市
で
は「
日
本
一
ご
み
の
な
い
ま
ち
」

を
目
標
に
掲
げ
、
ご
み
の
減
量
と
地
域

美
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

合
併
後
か
ら
減
少
傾
向
で
あ
っ
た

ご
み
の
量
は
、平
成
23
年
度
は
増
加
し

ま
し
た
が
、24
年
度
は
前
年
度
に
比
べ

２
１
３
ト
ン（
１
％
）の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。し
か
し
、市
民
１
人
あ
た
り
の
排

出
量
は
24
年
度
か
ら
微
増
し
て
い
ま
す
。

○
燃
や
せ
る
ご
み　

年
々
減
少
傾
向
に

あ
り
、
24
年
度
は
昨
年
度
に
比
べ
２
６

８
ト
ン
の
減
少
で
す
。

ごみ処理量の推移表 （平成17〜24年度）

萩
市
の
ご
み
処
理
量
の
推
移

環
報

境
告

講座 とき ところ 講師 内容 定員
10/2（水）
午後 6 時～

福栄コミュニテ
ィセンター 上

うえがき

垣真
な お こ

子
（有限会社良品工房）

製品コンセプト、技術、品質、サ
ービス等の要素を視覚的に訴える
デザインやパッケージングについ
て、販売現場での実体験をもとに
したポイントを学びます。

各30人
10/3（木）

午前 10 時～
旭マルチメディ
アセンター

10/4（金）
午後 1 時～ 萩博物館

原 誠
（立命館大学客員教授）

近藤真
まさひろ

弘
（地域の魅力研究所理事）

「お客様の喜ぶ顔」を考えて、地
域資源を活用した地域活性化の事
例やおもてなしを学びます。

30人

相談会 とき ところ 対象者 内容
10/19（土） 午後１時

～４時 サンライフ萩
求職者、転職希望・
ＵＪ I ターン希望
の方

萩市に新工場が建設されるトーフレ㈱をは
じめとした地元企業が参加し、採用担当者
との面談方式による相談会10/20（日）
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市民課保険給付係（２５・３１４７）問い合わせ

国民健康保険
シリーズ ７

○平成 25 年６月分の薬代の自己負担額は　　　　　以上安くなる
可能性があります。
ただし、※１のとおり、負担額の軽減にならない場合もあります。

※１試算は薬代のみを対象としています。実際に、医療機関や薬局
にお支払いになる金額には、薬代のほかに診療や調剤等に要する費用
が含まれるため、ジェネリック医薬品に切り替え、医薬品の価格が下
がっても、処方せん料などの有無により、医薬品関係の支払い金額は
変わらないか上がることもあります。
※２このお知らせは、服用（使用）中のすべての薬が表示されるもの
ではありません。

　

市
で
は
、
医
療
費
抑
制
の
一
環
と
し

て
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
を
対
象
に

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知
」
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
（
図
）。

　

差
額
通
知
は
、
現
在
先
発
医
薬
品
を
使

用
し
て
い
る
方
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
切
り
替
え
た
場
合
、
自
己
負
担
額
が
ど

の
程
度
軽
減
で
き
る
か
試
算
し
て
お
知
ら

せ
す
る
も
の
で
す
。

　

先
発
医
薬
品
に
比
べ
て
価
格
が
安
く
、

被
保
険
者
の
自
己
負
担
額
を
軽
減
す
る
と

と
も
に
、
国
保
財
政
の
健
全
化
に
つ
な
が

る
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
上
手

に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
通
知
対
象
者　

慢
性
疾
患
に
よ
り
長
期

服
薬
を
し
て
い
る
40
歳
以
上
の
被
保
険
者

※
一
部
対
象
外
の
疾
病
も
あ
り
ま
す
。
公

費
負
担
医
療
分
は
除
き
ま
す
。

■
通
知
時
期　

８
月
と
２
月
の
年
２
回

■
留
意
事
項　

◦
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
切
り
替
え
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
、
医
師
、
薬

剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
す
べ
て
の
先
発
医
薬
品
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の

で
、
変
更
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　新薬（先発医薬品）の特許が切れた後に、他メーカー
が同様に製造した後発医薬品のことで、先発医薬品と
同一の有効成分を含み、品質・有効性・安全性がほぼ
同等であるものとして認可されたもの。

処　方　実　績 ジェネリック医薬品に切り替え
た場合に削減できる自己負担額医薬品名 自己負担相当額

○○○ 8 ｍｇ 1,021 円 368 円以上
△△△ 10 ｍｇ 990 円 324 円以上

合　　計 2,011 円 692 円以上

▽「ジェネリック医薬品差額通知」の記載例（抜粋）

　

９
月
は
台
風
が
多
く
発
生
す
る
季
節

で
す
。
今
年
も
す
で
に
台
風
等
の
影
響

に
よ
る
大
雨
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

集
中
豪
雨
や
大
雨
に
よ
る
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
も
う

一
度
確
認
し
、災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

◦
窓
や
雨
戸
は
し
っ
か
り
カ
ギ
を
か

け
、
必
要
に
応
じ
て
補
強
す
る
。

◦
風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
物
は
飛
ば
な

い
よ
う
固
定
し
た
り
、
家
の
中
に
収
納

す
る
。

◦
非
常
用
品
の
準
備（
携
帯
用
ラ
ジ
オ
、

懐
中
電
灯
、
救
急
薬
品
等
、
携
帯
電
話

等
の
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
）。

◦
室
内
の
安
全
対
策
と
し
て
、
飛
散
防

止
用
フ
ィ
ル
ム
を
窓
ガ
ラ
ス
に
貼
る
、

飛
来
物
の
飛
び
込
み
に
備
え
て
カ
ー
テ

ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
お
ろ
す
等
。

◦
断
水
に
備
え
て
飲
料
水
を
確
保
す
る

ほ
か
、
浴
槽
に
水
を
張
る
な
ど
し
て
生

活
用
水
を
確
保
し
て
お
く
。

◦
避
難
場
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る

場
所
へ
の
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お

く
。

◦
普
段
か
ら
家
族
で
避
難
場
所
や
連
絡

方
法
を
話
し
合
っ
て
お
く
。

◦
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
該
当
す
る
か

ど
う
か
を
確
認
し
、避
難
に
役
立
て
る
。

◦
急
傾
斜
地
や
増
水
し
た
河
川
等
に
は

絶
対
に
近
寄
ら
な
い
。

◦
台
風
が
近
づ
い
て
い
る
時
や
警
報
が

出
て
い
る
時
は
、「
土
砂
災
害
警
戒
情

報
」
や
「
避
難
情
報
」
等
の
情
報
に
注

意
す
る
。

※
土
砂
災
害
警
戒
情
報
や
避
難
勧
告

は
、携
帯
電
話
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル（
エ

リ
ア
メ
ー
ル
）で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
臨
機
応
変
な
対
応

　

急
激
な
大
雨
や
夜
間
の
浸
水
に
備

え
、
建
物
の
２
階
以
上
な
ど
高
所
に
避

難
す
る
、
山
や
川
か
ら
で
き
る
だ
け
離

れ
た
部
屋
で
過
ご
す
、
夜
間
や
膝
上
以

上
の
増
水
が
あ
る
場
合
は
無
理
な
避
難

を
し
な
い
な
ど
、

臨
機
応
変
な
対
応

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
課

（
２
５
・
３
８
０
８
）

692円
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職　種 採用予定数 申込者数 １次試験
受験者数

１次試験
合格者数

２次試験
受験者数

２次試験
合格者数 採用者数

上級一般事務 2 人程度 29 人 26 人 6 人 6 人 2 人 1 人
初級一般事務 1 人程度 8 人 7 人 3 人 3 人 1 人 1 人
上級土木 1 人程度 2 人 1 人 1 人 1 人 1 人 1 人
初級土木 1 人程度 1 人 1 人 1 人 1 人 1 人 1 人
市民病院看護師① 4 人程度 1 人 1 人 1 人 － － 1 人
市民病院看護師② 7 人程度 3 人 2 人 2 人 － － 2 人
市民病院看護師③ 7 人程度 2 人 2 人 1 人 － － 1 人
市民病院作業療法士 1 人 1 人 1 人 1 人 － － 1 人
見島診療所看護師 1 人 1 人 1 人 1 人 － － 1 人
保育士Ⅰ 1 人程度 6 人 5 人 3 人 3 人 1 人 1 人
保育士Ⅱ 1 人程度 11 人 11 人 4 人 4 人 1 人 1 人
上級消防 2 人程度 23 人 19 人 6 人 5 人 3 人 3 人
初級消防 2 人程度 8 人 7 人 4 人 3 人 1 人 1 人

（平成 24 年度）：採用試験以外に市民病院・診療所の医師２人を選考により採用しています。選考の状況

（平成24年度）

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

区　分 職員数 対前年
増減数

区　分 職員数 対前年
増減数部　門 平成24年 平成25年 部　門 平成24年 平成25年

一般行政
部門

議　会 5 5 0
特別行政
部門

教　育 108 107 △ 1
総　務 149 149 0 消　防 90 92 2
税　務 35 35 0 小　計 198 199 1
民　生 118 113 △ 5 普通会計部門　計 674 664 △ 10
衛　生 48 46 △ 2

公営企業等
会計部門

病　院 172 167 △ 5
労　働 1 1 0 水　道 26 26 0
農林水 47 45 △ 2 下水道 22 23 1
商　工 23 24 1 その他 44 42 △ 2
土　木 50 47 △ 3 小　計 264 258 △ 6
小　計 476 465 △ 11 合　計 938 922 △ 16

（各年４月１日現在）

※1.萩市の給与条例に基づく級区分による職員数です。　※2.標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級
計標準的な

職務内容
事務職員
技術職員

事務職員
技術職員 主任 係　長 課長補佐 課長・

部次長 部長

職員数 9 人 4 人 147 人 144 人 48 人 91 人 27 人 470 人
構成比 1.9% 0.9% 31.3% 30.6% 10.2% 19.4% 5.7% 100.0%

（H25.4.1 現在）

一般事務 土木 医師 看護師 作業療法士 消防士 保育士 計
2 人 2 人 2 人 5 人 1 人 4 人 2 人 18 人

（H24.4.2〜H25.4.1） （平成24年度）

退職者 34 人

　市の人事行政の運営等における公正性、透明性を
高めるために「地方公務員法」および「萩市人事行
政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、
職員の任用、職員数、給与、勤務時間、その他の勤
務条件などの状況について、平成 24 年度および平
成 25 年度の概要を公表します。
■問い合わせ　総務課人事係　（２５・１２３９）
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年次有給休暇 1 年につき 20 日間付与。4 月採用職員は 15 日間付与。
平成 24 年の平均取得状況：9.5 日

病気休暇 負傷または疾病のために療養する必要があり、その勤務しないことがやむを得ないと認められる場合の休暇
特別休暇 結婚、出産、忌引など特別の事由により、勤務しないことが相当である場合の休暇

介護休暇
職員が配偶者、父母、子、配偶者の父母等の負傷、疾病または老齢により日常生活を営むのに支障
がある者の介護をするため、勤務しないことが相当であると認められる場合の休暇
平成 24 年の取得状況：0 件

育児休業 職員は 3 歳に満たない子を養育するため、3 歳に達する日まで育児休業することができる。
平成 24 年の取得状況：18 件

修学部分休業 職員の公務に関する能力の向上に資する修学のための部分休業
高齢者部分休業 職員の定年退職前の現役離職準備のための部分休業
自己啓発等休業 職員の公務に関する能力の向上に資する修学または国際貢献活動を行うための休業

勤務時間 午前８時30分〜午後５時15分 週休日：土曜日、日曜日　
休日：国民の祝日に関する法律に規定する休日、年末年始休憩時間 正午〜午後 1 時

免職 休職 降任 降給 計
0 人 5 人 0 人 0 人 5 人

免職 停職 減給 戒告 計
0 人 0 人 0 人 2 人 2 人

（平成24年度）

◦法令等および上司の職務上の命令に従う義務　 ◦秘密を守る義務
◦政治的行為等の制限 ◦営利企業等の従事制限（許可状況：平成 24 年度 53 件）
◦信用失墜行為の禁止 ◦職務に専念する義務
◦争議行為等の禁止

地方公務員法の規定により次のような職務上の義務があります。

：本市の人材育成として、山口県ひとづくり財団、自治大学校等への派遣研修を行い職員の資質の
　　　　　　　　　向上に努めています。
　　　　　　　　  ◇平成 24 年度の研修実績：山口県ひとづくり財団へ 133 人、自治大学校へ４人
　　　　　　　　　その他研修機関へ 17 人、庁内研修（11 回）592 人

：職員ごとに年１回の昇給時期に勤務成績を評定しています。

（平成 24 年度）：該当なし
（平成 24 年度）：該当なし

◦市事業 ◇職員健康診断：定期健康診断、Ｂ型肝炎ウィルス検査
◇共済組合制度：人間ドック助成事業、特定健康診査、特定保健指導事業、生活習慣病検診助成事業、
　　　　　　　　保養所等宿泊助成事業

◦萩市職員共済会事業　
　市事業以外に、萩市職員共済会への補助により、職員の福利厚生を目的とした事業を実施しています。

◇公費負担額
　（平成24年度）

◇公費負担により実施した福利厚生事業：萩夏まつり等地域活動参加、自己啓発助成（研修、通信教育、
検定等への受講料助成）、職場用救急薬品設置、職員親睦球技大会開催、文化部・運動部助成等

公費負担額 会員 1 人当たりの公費負担額 公費負担率
447 万円 4,702 円 27.9％

（平成 24 年度）

加入団体 災害件数 災害の内容
地方公務員災害補償基金山口県支部 7 件 骨折、打撲、針刺し等

（平成24年度）
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特殊勤務手当
（24 年度）

職員全体に占める支給職員の割合 16.8%
支給対象職員 1 人当たり平均支給年額 134,377 円
代表的な手当の名称 医学研究手当、徴収事務手当、福祉業務手当、

清掃業務手当、消防作業手当
時間外勤務手当

（24 年度）
支給総額 1 億 1,588 万円
職員 1 人当たり支給年額 221,564 円

萩市 （平成25年度） 国 （平成24年度）

期末・勤勉
手当

支給区分 期末手当 勤勉手当

同じ

割合
6 月期 1.225 月分 0.675 月分
12 月期 1.375 月分 0.675 月分

計 2.6 月分 1.35 月分
職制上の段階、職務の級等による加算措置：有

退職手当

支給区分 自己都合 勧奨・定年

割合

勤続 20 年 23.03 月分 28.7875 月分
勤続 25 年 32.83 月分 38.955 月分
勤続 35 年 46.55 月分 55.86 月分
最高限度額 55.86 月分 55.86 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置：3 ～ 45％
加算

その他の
加算措置

定年前早期退職特例
措置：2～20％加算

扶養手当
①配偶者　　月 13,000円
②扶養親族　1人当たり月 6,500円
　（配偶者がない場合、１人目は月11,000円）

同じ

住居手当
借家（月額）
　◦家賃 23,000円以下の場合　家賃−12,000円
　◦家賃 23,000円を超える場合
　　（家賃−23,000円）÷2＋11,000円（最高限度額 27,000円）

同じ

通勤手当

①交通機関利用（月額）
　◦運賃55,000円以下の場合　実額
　◦運賃55,000円を超える場合　55,000円＋（運賃−55,000円）÷2
②交通用具（自家用車等）利用（月額）
　距離（2㎞以上） に応じ2,000円～50,000円を支給

①交通機関利用（月額）　
　実額（ただし、支給限度額55,000円）
②交通用具（自家用車等）利用（月額）
　距離（２㎞以上）に応じ2,000円～
　24,500円を支給

（H25.4.1 現在）

（H25.4.1 現在）
区　分 給料月額等 区　分 平成 25 年度支給割合

給　料 市　長
副市長

820,000 円
650,000 円

期末手当

市　長
副市長

6 月期　1.9　月分
12 月期　2.05 月分 加算措置：有
計　　　3.95 月分

報　酬
議　長
副議長
議　員

420,000 円
345,000 円
320,000 円

議　長
副議長
議　員

6 月期　1.4　月分
12 月期　1.55 月分 加算措置：有

計　　2.95 月分

職員数 給与費（年額） １人当たり
給与費給料 職員手当 期末・勤勉手当 計

平成25年度 674人 27億116万円 4億6,606万円 9億8,916万円 41億5,638万円 617万円

（普通会計 予算）

※経験年数とは、採用後の年数をいいます。
ただし、採用前に民間企業等での経験があ
る場合は、市の基準に基づき換算された年
数を加算しています。

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職 大学卒 254,943 円 299,750 円 350,646 円
高校卒 － 252,060 円 308,657 円

（H25.4.1現在）

一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

348,300 円 45 歳 7 月 319,400 円 48 歳 8 月

（H25.4.1現在）
区　　分 決定初任給

一般行政職 大学卒 172,200 円
高校卒 140,100 円

技能労務職 高校卒 137,200 円

（H25.4.1 現在）

歳出額（Ａ） 実質収支額 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ/Ａ）
平成24年度 339億8,845万円 6億3,294万円 58億1,755万円 17.1％

※人件費には職員給与に加え、退職手当、報酬等を含みます。（普通会計 決算）
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高
血
圧
は
心
血
管
病
の
最
大
の
危
険
因

子
で
す
。
血
圧
が
高
い
場
合
、
血
圧
を
下

げ
る
こ
と
で
脳
卒
中
や
心
臓
病
の
発
症
が

減
少
す
る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。
高

血
圧
に
対
し
て
は
、
薬
物
療
法
以
外
に
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
改
善
が
重
要
で
す

が
、
減
塩
を
中
心
と
し
た
食
事
管
理
や
禁

煙
と
並
ん
で
重
要
な
の
が
『
運
動
』
で
す
。

運
動
で
な
ぜ
血
圧
が
下
が
る
の
？

　

運
動
に
よ
っ
て
な
ぜ
血
圧
は
下
が
る
の

か
、
そ
の
理
由
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
つ
は
運
動
を
開
始
し
た
当
初

は
、
運
動
の
効
果
で
利
尿
を
促
す
ホ
ル
モ

ン
が
活
性
化
し
、
尿
量
が
増
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
体
内
の
循
環
血
液
量
が
減
少
し
、

血
圧
が
下
が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
運
動
を
継
続
す
る
と
、
緊
張
を

高
め
る
交
感
神
経
の
働
き
が
ほ
ど
よ
く
な

り
、
血
管
が
拡
張
し
て
、
血
圧
の
持
続
的

な
低
下
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ど
ん
な
運
動
が
よ
い
の
？

　

薦
め
ら
れ
る
運
動
と
し
て
は
、
歩
行
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
水
泳
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ほ
ど
よ

い
筋
肉
の
収
縮
と
弛
緩
を
繰
り
返
す
運
動

で
、
ま
た
、
酸
素
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
行

う
有
酸
素
運
動
で
す
。

　

こ
う
し
た
運
動
は
息
が
軽
く
は
ず
む
程

度
、無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
程
度
の
速
さ
、

強
さ
で
行
う
の
が
よ
い
と
さ
れ
ま
す
。
し

た
が
っ
て
運
動
、
と
は
い
っ
て
も
、
短
い

距
離
を
全
力
で
走
っ
た
り
、
厳
し
い
坂
道

を
自
転
車
で
登
っ
た
り
、
重
い
バ
ー
ベ
ル

を
め
い
っ
ぱ
い
持
ち
上
げ
た
り
と
い
っ
た

運
動
は
性
質
の
異
な
る
運
動
で
、
や
っ
て

い
る
最
中
に
血
圧
が
急
上
昇
す
る
お
そ
れ

が
あ
り
、
要
注
意
で
す
。

運
動
は
ど
の
程
度
や
れ
ば
よ
い
の
？

　

ま
た
、
こ
れ
も
よ
く
い
わ
れ
る
こ
と
で

す
が
、
運
動
は
１
回
に
つ
き
30
分
、
で
き

れ
ば
60
分
以
上
で
、
週
４
回
以
上
が
望
ま

れ
ま
す
。
時
間
に
余
裕
が
あ
る
方
は
是
非

行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

仕
事
が
忙
し
く
て
、
時
間
が
と
れ
な
い

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近

の
報
告
で
は
10
分
程
度
の
細
切
れ
の
運
動

で
あ
っ
て
も
、
長
く
続
け
れ
ば
血
圧
を
下

げ
る
効
果
は
認
め
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
、

通
勤
の
道
の
り
を
少
し
早
歩
き
で
歩
い
て

み
る
、
家
で
拭
き
掃
除
や
浴
槽
の
掃
除
を

や
っ
て
み
る
、
な
ど
も
効
果
が
あ
る
よ
う

で
す
。

　

特
に
血
圧
が
高
い
だ
け
で
な
く
肥
満
が

あ
る
人
で
は
、
運
動
が
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

や
尿
酸
を
正
常
に
近
づ
け
、
ま
た
、
血
糖

を
下
げ
る
イ
ン
ス
リ
ン
ホ
ル
モ
ン
の
働
き

を
よ
く
し
ま
す
。
運
動
が
も
た
ら
す
こ
う

し
た
よ
い
循
環
が
、
将
来
の
心
血
管
病
発

症
の
危
険
を
大
き
く
引
き
下
げ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
運
動
を
取
り
入
れ
て
健
康
な
毎

日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

97

萩
市
民
病
院　

２
５
・
１
２
０
０

萩市民病院

医師：原田　希
のぞむ

専門：内科・循環器科
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豪
雨
災
害
に
よ
る
被
災
者

の
た
め
の
無
料
法
律
相
談

　

集
中
豪
雨
災
害
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
方
が
、
一
日
も
早
く
安
全
・

安
心
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
等

に
よ
る
無
料
法
律
相
談
の
窓
口
を

設
置
し
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ

【
須
佐
総
合
事
務
所
】
９
月
17
日
、

24
日
、
10
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、

22
日
、
29
日
（
毎
週
火
曜
日
）

【
田
万
川
総
合
事
務
所
】
９
月
19

日
、
26
日
、
10
月
３
日
、
10
日
、

17
日
、24
日
、31
日（
毎
週
木
曜
日
）

■
相
談
時
間　

午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
３
時

※
予
約
は
不
要
で
す
。

■
相
談
員　

弁
護
士（
山
口
正ま
さ
の
ぶ

之
、

小
林
亨と
お
る、長
谷
義
明
、馬う
ま
や
は
ら

屋
原
達

矢
）、司
法
書
士（
早
野
繁
、吉
武
要
一
）

■
内
容　

土
地
、家
、車
、保
険
料
、

借
金
の
返
済
、
銀
行
関
係
、
会
社

や
事
業
経
営
、
職
場
の
こ
と
な
ど

災
害
に
関
す
る
こ
と　

■
相
談
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

須
佐
総
合
事
務
所
地
域
振
興
部
門

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
１
）

田
万
川
総
合
事
務
所
地
域
振
興
部

門（
０
８
３
８
７
・
２
・
０
３
０
０
）

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得

状
況
届
の
提
出

　

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
、
特

別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状
況
届

の
提
出
期
限
が
過
ぎ
て
い
ま
す
の

で
、
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方

は
、
至
急
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
（
豪
雨
災
害
で
被
災
し
た
地
域

の
方
で
、
提
出
期
限
を
延
長
し
て

い
る
方
を
除
く
）。

　

提
出
が
遅
く
な
る
と
、
12
月
期

の
支
払
い
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

児
童
扶
養
手
当
＝
子
育
て
支
援
課

（
２
５
・
３
２
５
９
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
＝
高
齢
・
障

が
い
支
援
課
（
２
５
・
３
５
２
３
）

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
１

日
現
在
で
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
住
宅

と
そ
こ
に
居
住
す
る
世
帯
の
居
住

状
況
、
世
帯
の
保
有
す
る
土
地
等

の
実
態
を
把
握
し
、
そ
の
現
状
と

推
移
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

す
。

　

調
査
で
集
め
ら
れ
た
情
報
は
、

統
計
法
に
よ
り
厳
重
に
保
護
さ
れ

ま
す
。

■
調
査
方
法　

統
計
的
手
法
に
よ

り
抽
出
さ
れ
た
世
帯
へ
９
月
23
日

か
ら
調
査
票
を
配
布
。
10
月
１
日

以
降
回
収
。

※
今
回
の
調
査
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答
が
で
き
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
調
査

員
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。　

■
調
査
対
象
地
域　

市
内
１
５
６

調
査
区

※
詳
細
な
行
政
区
等
に
つ
い
て

は
、
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
６
９
０
）

　
　

足
踏
ミ
シ
ン
、
冷
風
機
、
ミ
シ
ン
、

赤
ち
ゃ
ん
用
の
歩
行
器

◆
登
録
は
３
か
月
間
。
登
録
者
と
直

接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
希
望

者
は
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
･
萩
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
成
立
し
た
場
合
や
登
録

を
取
り
消
さ
れ
る
場
合
も
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

○
お
正
月
ま
で
に
十
二
支
を
作
ろ
う

■
と
き　

10
月
12
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

■
内
容  

古
布
を
使
っ
た
十
二
支
作

り■
参
加
料　

１
０
０
円（
材
料
費
別
）

■
定
員　

20
人
程
度

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月
第

２
木
曜
日

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報
（
２
４
・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）

○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

木
製
す
べ
り
台
、タ
イ
ヤ
（
カ
ブ
用
、

ス
ク
ー
タ
ー
用
）、
ひ
な
人
形
、
介

護
用
ベ
ッ
ド
、
自
転
車
（
小
学
生
高

学
年
用
、
３
歳
〜
６
歳
児
用
）、
食

器
棚
、
ド
レ
ッ
サ
ー
、
コ
ン
テ
ナ

（
20
㎏
用
）、
ジ
ョ
ー
バ
（
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
機
器
）、
ド
ラ
ム
セ
ッ
ト
、
エ

レ
ク
ト
ー
ン
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
柔
道

着
、
ソ
フ
ァ
ー
（
黄
色
、
２
人
用
）、

幼
児
用
食
卓
イ
ス
、ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、

ソ
フ
ァ
ー
ベ
ッ
ド
の
マ
ッ
ト
レ
ス

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

サ
ッ
ク
ス
、
切
手
（
未
使
用
品
）、

ソ
フ
ァ
ー
、
照
明
、
イ
ス
、
冷
蔵
庫
、

ガ
ス
コ
ン
ロ
、
レ
ン
ジ
、
テ
ー
ブ
ル
、
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事
業
主
の
皆
さ
ん
へ 

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

切
り
替
え
の
お
願
い

◆
「
特
別
徴
収
」
と
は

　

事
業
所
等
が
、
従
業
員
の
毎
月

の
給
与
か
ら
住
民
税
を
徴
収
し
て

市
等
に
納
め
る
方
法
で
す
。

　

原
則
と
し
て
、
事
業
所
は
毎
月

従
業
員
に
支
払
う
給
与
か
ら
個
人

住
民
税
を
特
別
徴
収
（
天
引
き
）

し
て
、
納
税
者
（
従
業
員
）
に
代

わ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に

地
方
税
法
と
市
の
条
例
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

◆
特
別
徴
収
に
す
る
と

【
事
業
所
】

◦
所
得
税
の
源
泉
徴
収
の
手
続
き

と
は
違
い
、
事
業
者
の
税
額
計
算

は
不
要
で
す
（
税
額
計
算
は
市
が

行
い
ま
す
）。

◦
毎
年
５
月
に
、
税
務
課
か
ら
事

業
者
（
給
与
支
払
者
）
に
確
定
し

た
税
額
を
記
入
し
た
納
付
書
と
通

知
書
を
送
り
ま
す
。
通
知
書
に
は

個
人
ご
と
に
月
割
り
し
た
税
額
を

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
税
額
を
毎
月
の
給
与
か
ら
天
引

き
し
て
、
翌
月
の
10
日
ま
で
に
ま

と
め
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
従
業
員
（
納
税
者
）】

◦
金
融
機
関
や
市
の
窓
口
に
出
向

く
手
間
が
省
け
ま
す
。

◦
１
年
分
の
住
民
税
を
12
回
に
分

け
て
納
め
る
の
で
、普
通
徴
収（
納

期
が
年
４
回
）
に
比
べ
て
１
回
の

負
担
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

◆
特
別
徴
収
の
申
し
込
み

　

年
度
途
中
か
ら
で
も
特
別
徴
収

へ
の
切
り
替
え
は
可
能
で
、
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
事
業
主
の

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
（
２
５
・
３
２
８
６
）

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

　

平
成
25
年
中
に
、家
屋
を
新
築
、

増
築
ま
た
は
解
体
さ
れ
た
場
合
に

は
、
調
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
未

登
記
の
家
屋
を
売
買
や
相
続
等
さ

れ
た
場
合
に
も
届
け
出
が
必
要
で

す
。

　

固
定
資
産
税
は
、賦
課
期
日（
毎

年
１
月
１
日
）
現
在
の
状
況
に
よ

り
課
税
さ
れ
ま
す
。
賦
課
期
日
後

に
売
買
し
た
場
合
や
、
家
屋
を
解

体
し
た
場
合
で
も
、
賦
課
期
日
時

点
の
所
有
者
に
対
し
て
、
年
税
額

の
全
額
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
（
２
５
・
３
４
８
５
）

消
火
器
の
規
格
・
点
検
基

準
の
改
正

　

続
発
す
る
老
朽
消
火
器
の
破
裂

受
傷
事
故
を
踏
ま
え
、
平
成
23
年

に
消
火
器
の
規
格
・
点
検
基
準
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

①
旧
規
格
消
火
器
の
特
例

　

す
で
に
設
置
し
て
い
る
旧
規
格

消
火
器
は
、
平
成
33
年
12
月
31
日

ま
で
新
基
準
の
点
検
に
よ
り
維
持

管
理
を
す
れ
ば
特
例
と
し
て
設
置

で
き
ま
す
。

　

旧
規
格
の
も
の
は
、
す
で
に
製

造
・
販
売
・
設
置
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
学
校
や
職
場
な
ど

を
あ
げ
て
の
交
通
事
故
撲
滅
を
目

指
す
各
種
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、

交
通
安
全
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
運
動
の
重
点
目
標

◦
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

◦
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

◦
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

◦
飲
酒
運
転
の
根
絶

◦
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
推
進
（
県

重
点
）

※
９
月
30
日
は
「
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
。

問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
課
（
２
５
・
３
８
０
８
）

行事名 とき ところ

9月20日（金）
9:15〜11:30

【萩・川上・むつみ・旭・福栄地域】
市民体育館での出発式の後、
3コースに分かれてパレード

21日（土）
9:00〜12:00 萩自動車学校

23日（月・祝）
10:00〜11:00 道の駅「萩往還」駐車場

24日（火）
7:15〜7:45 吉部下鍛冶屋交差点

25日（水）
7:00〜8:00 川上京床

26日（木）
14:00〜15:00 明木菅

すげふた

蓋（262号）

27日（金）
7:30〜8:00 むつみB＆G海洋センター前

27日（金）
10:00〜11:00 小

こ ぎ わ ら

木原道路公園

30日（月）
7:00〜8:00 ＪＡあぶらんど萩福川支所

30日（月）
18:00〜19:00 アトラス萩店

萩
市
役
所

事
業
所

【
給
与
支
払
者
】

従
業
員

【
納
税
者
】

①特別徴収
税額の通知

②特別徴収
税額の通知

④住民税を
まとめて納入
（毎月翌月10日まで）

③住民税の
徴収（６月～
翌年５月までの
毎月給与支払日）

■特別徴収による納税の仕組み

※納入場所
　市の窓口、指定金融機関、収納代理金融機関
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②
点
検
基
準
の
変
更

◦
蓄
圧
式
消
火
器
の
内
部
お
よ
び

機
能
点
検
が
緩
和

◦
製
造
か
ら
10
年
経
過
し
た
消
火

器
に
耐
圧
性
能
点
検（
水
圧
点
検
）

の
追
加

※
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
、

全
数
の
耐
圧
性
能
点
検
を
終
了
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
新
規
格
消
火
器
の
特
色

　

適
応
火
災
の
表
示
が
イ
ラ
ス
ト

に
変
更
、
使
用
可
能
な
期
限
を
表

示
、
業
務
用
と
住
宅
用
の
区
別
表

示
等
の
規
格
変
更

■
悪
質
販
売
に
注
意

　

旧
規
格
消
火
器
は
、
す
で
に
販

売
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
規

格
消
火
器
を
売
り
つ
け
る
悪
質
販

売
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課

（
２
５
・
２
７
９
８
）

萩
市
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
・
排
水
設
備
指
定

工
事
店
の
追
加

◦
Ｋケ

イ

テ

ク

ト

‐
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
（
土
原
）

（
２
２
・
８
２
８
４
）

◦
内
藤
電
気
店（
下
関
市
豊
北
町
）

（
０
８
３
・
７
８
３
・
０
０
１
５
）

　

水
道
工
事
等
を
行
う
時
は
、
必

ず
市
の
指
定
業
者
（
工
事
店
）
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

水
道
工
務
課
（
２
５
・
２
３
９
８
）

下
水
道
建
設
課（
２
５
・
４
６
５
１
）

「
カ
タ
シ
募
金
」に
ご
協
力
を

　

障
が
い
者
支
援
通
所
施
設
「
香か

生お
い

の
里
」
で
は
、
３
年
前
か
ら
利

用
者
の
就
労
支
援
の
一
環
と
し

て
、椿
の
実
（
カ
タ
シ
）
を
採
取
・

選
別
し
、
搾
油
会
社
に
納
品
し
て

い
ま
す
。

　

家
に
椿
の
木
が
あ
る
方
は
、
椿

の
実
を
市
内
各
所
に
設
置
し
て
い

る
「
カ
タ
シ
募
金
箱
」
に
入
れ
て

い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
設
置
場
所　

萩
図
書
館
、萩
市

社
会
福
祉
協
議
会
、ザ
・
ビ
ッ
グ

エ
ク
ス
ト
ラ
萩
店
、ア
ト
ラ
ス
萩
等

　

ま
た
、
個
人
で
所
有
し
て
い
る

椿
の
実
を
採
取
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
場
合
は
、
お
伺
い
し
ま
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　

香
生
の
里
（
２
６
・
０
２
９
４
）

萩
市
社
会
福
祉
事
業
団
の

看
護
職
員

■
募
集
人
員　

１
人

■
勤
務
時
間　

交
代
制
に
よ
る

■
勤
務
場
所　

福
祉
複
合
施
設

「
か
が
や
き
」、福
祉
複
合
施
設「
つ

ば
き
」

■
応
募
資
格　

看
護
師
ま
た
は
准

看
護
師
免
許
を
有
す
る
30
歳
以
下

の
方

■
選
考
方
法　

面
接

■
応
募
方
法　

９
月
30
日
ま
で

に
、
履
歴
書
を
提
出

申
し
込
み

萩
市
社
会
福
祉
事
業
団

（
２
４
・
４
１
１
１
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事

○
子
育
て
遠
足

■
と 

き　

10
月
４
日（
金
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

指
月
公
園
（
雨
天
の

場
合
は
堀
内
体
育
館
）

■
内
容　

ゲ
ー
ム
・
散
策
な
ど

■
対
象　

未
就
園
児
と
保
護
者

■
参
加
料　

無
料

申
し
込
み

９
月
27
日
ま
で
に
、
日
の
丸
保
育

園
内
萩
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
４
４
８
８
）
へ

　来春小学校に入学するお子さんの健康診断を行
います。該当するご家庭には通知書を配付します
が、転居された方や市内へ転入された方等で、実
施日の 10 日前までに通知書が届かない場合は、
ご連絡ください。

問い合わせ　学校教育課（２５・３５６４）、
　教育委員会各地域事務所

学校名 予定数 実施日 実施時間
明倫小学校 124 11月1日（金） 12：45～
椿東小学校 70 10月23日（水） 13：00～
越ヶ浜小学校 16 10月28日（月） 13：00～
椿西小学校 36 11月15日（金） 13：00～
白水小学校 24 11月20日（水） 13：00～
三見小学校 6 白水小学校で実施
大井小学校 5 越ケ浜小学校で実施
大島小学校 9 11月14日（木） 14：15～
相島小学校 1 10月28日（月） 15：30〜
見島小学校 4 10月2日（水） 13：30～
川上小学校 4 10月17日（木） 13：45～
小川小学校 4 10月7日（月） 13：15～
多磨小学校 10 10月22日（火） 13：15～
むつみ小学校 8 10月11日（金） 13：10～
育英小学校 10 10月23日（水） 13：30～
明木小学校 13 11月22日（金） 14：00～
紫福小学校 2 11月7日（木） 14：40～
福川小学校 3 11月6日（水） 14：35～

適応火災の表示
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県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館 

月
夜
の
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム

　
「
萩
・
竹た
け
と
う
ろ

灯
路
物
語
」
の
開
催

期
間
に
合
わ
せ
、
ナ
イ
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
会
期
中
は
、
美
術
館
内
外
を

幻
想
的
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す

（
雨
天
中
止
）。

■
と
き　

10
月
11
日
（
金
）
〜
13

日
（
日
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

■
と
こ
ろ　

県
立
萩
美
術
館
・
浦

上
記
念
館

■
内
容　

特
別
展
示
「
フ
ラ
ン
ス

印
象
派
の
陶
磁
器
」
を
担
当
学
芸

員
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
鑑
賞

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

各
日
30
人

■
応
募
方
法　

９
月
30
日（
必
着
）

ま
で
に
、
住
所
、
参
加
者
全
員
の

氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
、
希
望
日

（
希
望
日
順
）、
を
記
入
し
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
持
参

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

10
月
４
日
頃
、
当
選
者
に
の
み
参

加
証
を
郵
送
し
ま
す
。

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
０
７
４　

萩
市
平

安
古
５
８
６
‐
１　

山
口
県
立
萩

美
術
館
・
浦
上
記
念
館
（
２
４
・
２

４
０
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
４
・
２
４
０

１
）

萩
・
花
と
緑
の
ふ
れ
あ
い

広
場

　

10
月
の「
萩
市
花
と
緑
の
月
間
」

に
合
わ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を

行
い
ま
す
。

【
10
月
12
日
（
土
）】

▽
松
の
剪
せ
ん
て
い定
教
室

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

■
と
こ
ろ　

萩
往
還
梅
林
園
（
萩

往
還
梅
林
園
の
駐
車
場
に
集
合
）

■
持
参
品　

軍
手
、剪
定
バ
サ
ミ
、

作
業
で
き
る
服
装
、
脚
立
（
持
参

で
き
る
方
の
み
）

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

【
10
月
13
日
（
日
）】

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

▽
花
木
・
草
花
の
苗
配
付
（
要
申

込
）

■
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
花
木
の
苗　

ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、
ト

サ
ミ
ズ
キ
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
レ

ン
ギ
ョ
ウ
（
各
５
０
０
円
、
１
人

４
本
ま
で
）

■
草
花
の
苗　

ハ
ボ
タ
ン
４
種

類
（
丸
葉
・
ち
り
め
ん
の
各
紅
白
、

各
70
円
）、
パ
ン
ジ
ー
、
ビ
オ
ラ
、

テ
ル
ス
タ
ー
、
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
、

キ
ン
セ
ン
カ
、
ノ
ー
ス
ポ
ー
ル
、

デ
イ
ジ
ー
（
各
50
円
）

※
予
約
多
数
の
場
合
は
、
数
の
調

整
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
生
垣
の
剪
定
教
室

■
時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

■
持
参
品　

軍
手
、
作
業
の
で
き

る
服
装
、
持
参
で
き
る
方
は
剪
定

大
バ
サ
ミ
・
ヘ
ッ
ジ
ト
リ
マ
ー

■
定
員　

15
人
程
度

▽
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室

　

長
期
保
存
で
き
る
本
物
の
花
を

使
っ
た
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
。

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

■
参
加
料　

１
５
０
０
円

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▽
秋
の
植
物
で
苔こ
け

玉
づ
く
り
教
室

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

■
参
加
料　

１
５
０
０
円

■
持
参
品　

ハ
サ
ミ

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

▽
新
築
記
念
夏
み
か
ん
の
苗
贈
呈

（
要
申
込
）

　

今
年
新
築
さ
れ
た
お
宅
に
夏
み

か
ん
の
苗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
３
本

ま
で
）

▽
児
童
絵
画
作
品
募
集

　

幼
児
・
小
学
生
の
花
の
絵
画
作

品
を
募
集
し
、
全
作
品
を
展
示
。

※
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
あ
り
。

主
催　

萩
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
協
議
会

■
申
込
方
法　

10
月
１
日
ま
で

に
、
花
と
緑
の
推
進
課
、
各
総
合

事
務
所
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
ま

た
は
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
花
木
、
草
花
の
種
類
、

本
数
、
ま
た
は
希
望
教
室
名
を
記

入
し
提
出
（
Ｆ
Ａ
Ⅹ
不
可
）

※
各
教
室
は
電
話
申
し
込
み
可
。

※
児
童
絵
画
の
応
募
は
花
と
緑
の

推
進
課
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
。

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
花

と
緑
の
推
進
課（
２
５
・
３
６
４
４
）

萩
・
魚
ま
つ
り
　
巡
視
艇

「
は
ぎ
な
み
」
体
験
航
海

　

10
月
13
日
の
萩
・
魚
ま
つ
り
に

併
せ
て
、
萩
海
上
保
安
署
の
巡
視

艇
「
は
ぎ
な
み
」
の
体
験
航
海
が

行
わ
れ
ま
す
。

■
と
き　

10
月
13
日
（
日
）
①
午

前
10
時
〜
、
②
11
時
〜
、
③
午
後

０
時
45
分
〜
、
④
１
時
45
分
〜

■
と
こ
ろ　

萩
・
魚
ま
つ
り
会
場

内
乗
船
場
（
山
口
県
漁
協
萩
地
方

卸
売
市
場
）

■
乗
船
料　

無
料

■
定
員　

１
回
20
人
（
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
、
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

■
申
込
方
法　

９
月
30
日
ま
で
に

往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、
乗
船
者
の
氏
名
、
年
齢
、

第
１
・
第
２
希
望
を
記
入
し
、
郵

送
（
萩
・
魚
ま
つ
り
体
験
航
海
係

あ
て
）

■
主
催　

萩
・
魚
ま
つ
り
実
行
委

員
会申

し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
水

産
課
（
２
５
・
４
１
９
５
）

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語

講
座
（
秋
期
）

　

日
本
語
ク
ラ
ブ
萩
で
は
、
萩
市

や
近
郊
に
在
住
の
外
国
人
が
円
滑

に
生
活
で
き
る
よ
う
、
基
礎
的
な

日
本
語
と
生
活
習
慣
を
習
得
す
る

た
め
の
日
本
語
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

■
と
き　

９
月
11
日
〜
11
月
27
日

の
毎
週
水
曜
日
、
午
後
７
時
〜
９

時
（
全
12
回
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容　

初
級
程
度
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修　士 博　士 子どもものしり博士

受検資格 萩を愛する方なら
どなたでも 修士合格者 小学生（萩市外）※

試験時間 45 分 90 分 45 分

出題形式
◦テキスト（改訂版）
　奇数番号（385 問）
　から 100 問　
◦択一式

◦テキスト（改訂版）
　から100 問
◦記述式・択一式

◦テキストから 50 問
◦択一式

受 検 料 1,000 円（税込） 2,000 円（税込） 500 円（税込）

合格基準 80 問以上の正解 80 問以上の正解 40 問以上の正解

合格発表
11月24日（日）
午後２時〜５時
萩博物館（隅矢倉）

11月25日（月）
午前９時〜午後５時 
萩博物館（隅矢倉）

11月24日（日）
午後２時〜午後５時
萩博物館（隅矢倉）

公式
テキスト

萩ものしり博士検定（改訂版を平成21年
５月に出版）▷ 1,500 円

萩ものしりブック
▷ 500 円

萩博物館、明屋書店萩店ほかで販売

　

萩
も
の
し
り
博
士
検
定
の
こ
れ

ま
で
の
合
格
者
数
は
、
修
士
課
程

７
３
５
人
、博
士
課
程
１
１
５
人
、

子
ど
も
も
の
し
り
博
士
９
１
５
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

幕
末
・
明
治
維
新
に
関
し
て
、

萩
ゆ
か
り
の
人
物
や
歴
史
な
ど
を

学
ぶ「
萩
・
幕
末
維
新
検
定
」は
来

年
２
月
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

■
と
き　

11
月
24
日（
日
）午
前
10

時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

■
申
込
方
法　

11
月
８
日
ま
で

に
、
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
・
世
界

遺
産
推
進
課
、
各
総
合
事
務
所

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
（
萩
ま
ち

じ
ゅ
う
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
ま

ち
じ
ゅ
う
博
物
館
・
世
界
遺
産
推

進
課
（
２
５
・
３
２
９
０
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
２
６
・
３
８
０
３
）

※原則として、萩市内の小学生は授業の一環として、６年間のうちに検定にチャ
レンジします。詳しくは、各学校にお問い合わせください。

■
講
師　

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
受
講
料　

１
０
０
０
円
（
別
途

テ
キ
ス
ト
代
）

※
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

て
い
ま
す
（
資
格
・
経
験
不
問
）。

主
催
・
申
し
込
み

日
本
語
ク
ラ
ブ
萩（
０
９
０
・
７
７

７
８
・
５
７
５
９
）
中
嶋

行
政
書
士
無
料
電
話
相
談

　

山
口
県
行
政
書
士
会
で
は
、
10

月
の「
行
政
書
士
制
度
広
報
月
間
」

に
併
せ
て
無
料
電
話
相
談
を
行
い

ま
す
。

■
と
き　

10
月
１
日
（
火
）、
２

日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
相
談
内
容　

相
続
、
遺
言
、
自

動
車
、
建
設
業
、
法
人
設
立
、
契

約
、
示
談
、
内
容
証
明
、
農
地
転

用
、
公
正
証
書
、
営
業
許
可
、
国

際
業
務
、
成
年
後
見
、
産
業
廃
棄

物
、
交
通
事
故
、
告
訴
状
、
著
作

権
な
ど

■
相
談
員　

山
口
県
行
政
書
士
会

行
政
書
士

■
無
料
相
談
電
話
番
号

０
１
２
０
・
２
６
６
・
３
２
１

主
催
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
行
政
書
士
会

（
０
８
３
・
９
２
４
・
５
０
５
９
）

国
民
年
金
基
金
の
相
談
会

　

年
金
制
度
を
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
、
ゆ
と
り
あ
る
老
後
に
備
え

る
た
め
の
国
民
年
金
基
金
に
つ
い

て
、
個
別
に
相
談
・
質
問
を
受
け

付
け
ま
す
。

■
と
き　

10
月
２
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
第
２
会
議
室

（
介
護
保
険
課
横
）

■
対
象
者　

60
歳
ま
で
の
国
民
年

金
加
入
者
（
第
１
号
被
保
険
者
）、

60
歳
か
ら
65
歳
未
満
で
国
民
年
金

に
任
意
加
入
中
の
方

■
相
談
員　

山
口
県
国
民
年
金
基

金
の
職
員

主
催
・
問
い
合
わ
せ
　

山
口
県
国
民
年
金
基
金

（
０
８
３
・
９
２
４
・
７
１
０
０
）

萩
市
民
秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会

■
と
き　

10
月
13
日
（
日
）、
20

日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー

ク
萩
ス
ポ
ー
ツ
広
場
（
椿
）

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
社
会
人

の
男
女
（
大
学
生
可
）

■
チ
ー
ム
編
成　

原
則
と
し
て
行

政
区
単
位
で
編
成
。た
だ
し
、チ
ー

ム
編
成
が
困
難
な
場
合
は
隣
接
行

政
区
と
混
成
出
場
可

※
女
性
チ
ー
ム
は
、
萩
市
の
ク
ラ

ブ
・
サ
ー
ク
ル
で
も
出
場
可
。

○
１
部　

年
齢
制
限
な
し
、
24
歳

以
下
の
選
手
は
４
人
以
内
と
す
る

○
２
部　

40
歳
以
上
、
50
歳
以
上

の
選
手
が
常
時
３
人
以
上
出
場

■
申
込
方
法　

９
月
27
日
ま
で

に
、
市
民
体
育
館
、
各
総
合
事
務

所
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
を
提
出

主
催
・
申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）萩ものしり博士検定

1500 円
萩ものしりブック

500 円
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高
齢
者
写
真
教
室
「
シ
ャ
ッ

タ
ー
チ
ャ
ン
ス
ほ
ほ
え
み
」

秋
季
写
真
展

■
と
き　

９
月
19
日
（
木
）
〜
22

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容　

テ
ー
マ
「
心
に
残
る
私

の
風
景
」
の
作
品
約
50
点
の
展
示

主
催
・
問
い
合
わ
せ

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
ほ
ほ
え
み

（
２
８
・
１
４
４
４
）
西
元

ほ
ほ
え
み
大
運
動
会

　
「
心
を
ひ
と
つ
に
輪わ

・
和わ

・
ワ
ー
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
障
が
い
者
や

家
族
、
関
係
者
が
集
う
運
動
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

９
月
21
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

■
主
催　

ほ
ほ
え
み
大
運
動
会
実

行
委
員
会

問
い
合
わ
せ
　

ふ
た
ば
園
な
な
い
ろ

（
２
２
・
９
７
１
７
）

老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展
・
発

表
会

○
作
品
展

■
と
き　

９
月
24
日
（
火
）
〜
26

日
（
木
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
24
日
は
正
午
〜
、
26
日
は
午
後

４
時
ま
で
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
内
容　

会
員
が
制
作
し
た
工
芸

品
等
の
展
示

○
発
表
会

■
と
き　

９
月
26
日
（
木
）
午
後

１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

合
唱
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
、
舞
踊
、
銭
太
鼓

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

（
２
５
・
２
４
８
８
）

 

着
物
ウ
ィ
ー
ク 

in 

萩

　

城
下
町
の
町
並
み
に
は
着
物
が

よ
く
似
合
い
ま
す
。
着
物
で
ま
ち

歩
き
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

10
月
１
日
（
火
）
〜 

14

日
（
月
・
祝
）

■
と
こ
ろ　

萩
城
城
下
町
周
辺
ほ

か
市
内
各
所

◆
着
物
レ
ン
タ
ル
・
着
付
け

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
「
萩
・

竹た
け
と
う
ろ

灯
路
物
語
」
期
間
中
の
11
日

〜
13
日
は
午
後
９
時
ま
で
）
旧

久
保
田
家
住
宅
（
呉
服
町
）（
１

日
４
０
０
０
円
、
着
付
け
の
み

２
０
０
０
円
）

◆
着
物
割
引

　

着
物
を
着
て
い
る
方
に
は
、
食

事
や
買
物
の
割
引
や
プ
レ
ゼ
ン
ト

等
が
あ
り
ま
す
。

▽
お
得
な
特
典
付
き
パ
ス
ポ
ー
ト

の
配
布
場
所
：
萩
市
観
光
協
会
、

観
光
課
、
旧
久
保
田
家
住
宅
な
ど

◆
和
の
学
び
舎や

　

着
物
を
着
て
、
和
の
心
で
和
を

学
び
、
和
を
楽
し
む
、
着
物
に
似

合
う
小
物
づ
く
り
体
験
な
ど
、
10

の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

◆
着
物
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

期
間
中
、
萩
で
撮
ら
れ
た
着
物

の
着
装
風
景
の
写
真
を
募
集
し
ま

す
。
受
賞
作
品
は
来
年
度
、
着
物

ウ
ィ
ー
ク
の
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
に
使
用
し
ま
す
。

▽
申
込
受
付　

10
月
１
日
（
火
）

〜
14
日
（
月
・
祝
）
午
前
10
時
〜

午
後
５
時
（
14
日
は
午
前
11
時
ま

で
）、
▽ 

旧
久
保
田
家
住
宅

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

10
月
１
日
（
火
）
午
後
６
時
〜
、

▽
素
水
園

■
主
催　

着
物
ウ
ィ
ー
ク
in
萩
実

行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

　

大
和
保
男（
山
口
市
・
80
歳
）は
、

山
口
萩
焼
を
興
し
た
萩
出
身
の
名

匠
、
大
和
松し
ょ
う
ろ
く

緑
（
作
太
郎
）
の

孫
に
あ
た
り
、
萩
焼
の
正
当
を
受

け
継
ぎ
な
が
ら
、
深
部
感
覚
か
ら

自
我
を
見
据
え
る
独
自
の
ス
タ
イ

ル
で
制
作
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

70
年
余
に
お
よ
ぶ
作
陶
活
動
の
中

か
ら
約
90
点
の
代
表
作
を
選
り
す

ぐ
り
展
示
し
て
い
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円
、

学
生
（
19
歳
以
上
）・
70
歳
以
上

８
０
０
円
、
18
歳
以
下
は
無
料

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
休
館
日　

月
曜
日（
９
月
16
日
、

23
日
は
開
館
）、
展
示
替
え
の
た

め
10
月
１
日
〜
７
日
は
休
館

◆
記
念
講
演
会

■
と
き　

９
月
21
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

講
座
室

■
演
題　
「
ピ
カ
ソ
的
女
性
跪き

ざ座

像
か
ら
成
熟
の
陶と
う
ば
こ筥

へ
」

■
講
師　

金
子
賢
治
（
茨
城
県
陶

芸
美
術
館
長
）

◆
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ト
ー
ク

　

大
和
保
男
さ
ん
と
担
当
学
芸
員

の
作
品
解
説
。

■
と
き　

会
期
中
の
毎
週
日
曜
日

午
前
11
時
〜
正
午

※
特
別
展
示
観
覧
券
が
必
要
。

◆
呈
茶
席

　

大
和
保
男
さ
ん
の
茶
碗
で
愉た
の

し

む
呈
茶
（
一
服
５
０
０
円
）

▽
９
月
21
日
（
土
）、22
日
（
日
）、

表
千
家
萩
地
区
青
年
部
、
▽
９
月

28
日
（
土
）、
29
日
（
日
）、
茶
道

裏
千
家
淡
交
会
萩
支
部
青
年
部

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

９
月
29
日（
日
）ま
で

山さ
ん
が
え
い
し
ょ
う

河
映
照
ー
流る
て
ん転
（
２
０
１
３
年
）
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萩
市
観
光
協
会（
２
５
・
１
７
５
０
）

「
運
動
器
の
10
年
・
骨
と
関

節
の
日
」
記
念
行
事

　
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
運
動
器
の
機
能
が
衰
え
て
き

て
い
る
状
態
）」
を
テ
ー
マ
に
開

催
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
６
日
（
日
）
正
午

〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
内
容

○
「
健
康
フ
ェ
ア
」
正
午
〜
午
後

１
時
30
分

　

ビ
デ
オ
放
映
、
骨
量
測
定
お
よ

び
結
果
説
明
等
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
体
脂

肪
測
定
お
よ
び
結
果
説
明
等

○
「
市
民
講
座
」
午
後
２
時
〜
４

時◦
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
「
ロ
コ
モ
予

防
で
健
康
長
寿
」、▽
大
藤
晃
（
萩

市
民
病
院
整
形
外
科
科
長
）

◦
特
別
講
演
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
と
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
」、▽
田
口
敏
彦
（
山

口
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
整
形

外
科
学
教
授
）

※
特
別
講
演
終
了
後
、
抽
選
で

１
０
０
人
に
万
歩
計
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
。

■
参
加
料　

無
料　

■
主
催　

県
整
形
外
科
医
会
、
県

臨
床
整
形
外
科
医
会
ほ
か

問
い
合
わ
せ

西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
３
５
２
１
）

　
　
　

　

今
年
は
、
萩
が
生
ん
だ
日
本
画

家
・
松
林
桂
月
翁
が
逝
去
し
て
50

年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

　

桂
月
翁
は
、
明
治
・
大
正
・
昭

和
に
わ
た
っ
て
日
本
画
、
特
に
南

画
の
分
野
で
活
躍
し
、
日
本
画
壇

に
不
動
の
地
位
を
築
き
ま
し
た
。

ま
た
、
萩
市
の
諸
事
業
に
多
額
の

私
財
を
投
じ
、
萩
市
の
名
誉
市
民

に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
展
覧
会
で
は
、
桂
月
翁
生

誕
の
地
・
萩
に
伝
わ
る
絵
画
作
品

や
遺
墨
、
遺
品
、
写
真
な
ど
を
展

示
し
、
桂
月
翁
の
絵
画
世
界
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
翁

と
萩
と
の
密
接
な
か
か
わ
り
を
紹

介
し
ま
す
。

　

な
お
、
絵
画
作
品
は
展
示
替
え

を
行
い
、
前
後
期
と
も
に
38
点
ず

つ
展
示
し
ま
す
。

【
前
期
】
９
月
21
日
〜
10
月
29
日

【
後
期
】
10
月
31
日
〜
12
月
８
日

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま

で
）

※
展
示
替
え
の
た
め
10
月
30
日
は

萩
博
物
館

９
月
21
日（
土
）〜
12
月
８
日（
日
）

展
示
室
を
閉
鎖
。

■
観
覧
料　

大
人
５
０
０
円
、高
・

大
学
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生

１
０
０
円

◯
関
連
イ
ベ
ン
ト

◆
特
別
講
演
会
「
近
代
画
家
と
し

て
の
松
林
桂
月
」

■
と
き　

11
月
16
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
講
座
室

■
講
師　

菊
屋
吉よ
し
お生
（
山
口
大
学

教
授
）

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

80
人
（
当
日
先
着
順
）

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

■
と
き　

９
月
21
日
（
土
）、
11
月

２
日
（
土
）、
12
月
７
日
（
土
）
午

後
２
時
〜
３
時

■
参
加
料　

無
料
（
観
覧
料
が
必

要
）

☎
２
５
・
６
４
４
７

夏みかんを写生する松林桂月

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ 上映案内

ロードショー上映中

上映中〜9/13
9/14〜上映中
9/14〜9/27
9/28〜10/11

10/12〜10/25

○ワールド・ウォー Ｚ（２D）
○スマーフ２　アイドル救出大作戦！

◯真夏の方程式
◯世界にひとつのプレイブック
◯アンナ・カレーニナ
◯カルテット！人生のオペラハウス

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

萩
・
阿
武
女
声
コ
ー
ラ
ス

の
集
い

　

今
年
は
、
ゴ
ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ

Ｊジ
ェ
イ‐C

ク
ワ
イ
ヤ
ー

hoir

、
萩
少
年
少
女
合
唱

隊
が
ゲ
ス
ト
出
演
し
ま
す
。

■
と
き  

10
月
６
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
出
演　

女
声
合
唱
団
鳳ほ
う
し
ょ
う
翔
、

コ
ー
ラ
スT

om
orrow

、
コ
ー

ル
さ
わ
ら
び
、あ
ぶ
ハ
ー
モ
ニ
ー
、

フ
ラ
ウ
エ
ン
コ
ー
ル
・
は
ぎ
（
５

団
体
）

■
入
場
料  

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
・
阿
武
女
声
コ
ー
ラ
ス
の
集
い

実
行
委
員
会
（
２
２
・
１
０
２
８
）

村
木

■放送予定　９月 23 日（月・祝）
午後７時 30 分〜８時 43 分
ＮＨＫ総合（全国放映）
■内容　萩市を舞台とする物語で、
東京から帰省した主人公が地元の小
学生や仲間たちと合唱を通じて、ふ
るさとの良さを感じ、自分の人生を
もう一度考える
■出演　松本潤、榮

えいくら

倉奈々、戸田菜
穂、徳永えり、由紀さおり、國村隼
ほか
　 問い合わせ　観光課（２５・３
１３９）

テレビ放映のお知らせ

没
後
50
年
記
念
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■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所 20㊎ •秋季萩市少林寺拳法大会　　　　　18:30〜萩武道館

21㊏
•山口県体育大会兼山口県知事杯軟式野球大会　
　（Ａ級）ブロック予選会（〜22日）8:00〜萩スタジアム
•会長杯ジュニアユースサッカー大会　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　9:00〜萩スポーツ広場

22㊐ •萩市レディース卓球大会　　　　9:00〜市民体育館

26㊍ •萩近郊地区秋季ゲートボール大会　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　9:00〜萩甲子園球場

28㊏ •中国六大学野球 秋季一部リーグ戦（〜29日）
9:00〜萩スタジアム

29㊐

•むつみオープングラウンドゴルフ大会　　　　
　　　　　　　　　　　　　　  9:00〜むつみグラウンドほか
•山口国体記念萩市招待柔道大会

9:00〜萩武道館
•萩市長杯バドミントン大会　　　9:00〜市民体育館

地域むつみ・福栄
10:00 〜福栄保セ

13:30 〜むつみ農村環境改善セ
10:00 〜福栄保セ
13:30 〜福栄保セ

●のびのび会
　むつみ楽しく体を動かす会

●乳幼児相談
　福栄楽しく体を動かす会

毎週㊌
17 ㊋

18 ㊌
26 ㊍

　行事はありません。
地域川上・旭

田万川・須佐 地域
9:30 〜弥富公民館

10:00 〜田万川保健センター
9:30 〜須佐公民館

9:30 〜やまびこ
14:00 〜須佐公民館
9:30 〜須佐公民館

13:30 〜田万川体育館
9:30 〜須佐公民館

10:00 〜弥富公民館

　弥富ウエルネス教室
　健康ちょきん教室
　須佐元気もりもり体操
　弥富元気もりもり体操
　みんなの健康運動教室
　須佐脳がよろこぶ会
　室内運動教室
●すくすく赤ちゃん学級
　弥富脳がよろこぶ会

17 ㊋

19 ㊍
20 ㊎

24 ㊋

25 ㊌
30 ㊊

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事
10:00 〜萩市保セ
13:30 〜萩市保セ

13:30 〜大井公民館
9:30 〜萩市保セ

13:30 〜萩市保セ
10:00 〜萩市保セ

13:30 〜江向 1 区公会堂
13:30 〜前小畑公会堂

13:30 〜堀内公会堂
13:30 〜萩市保セ
13:30 〜萩市保セ

13:30 〜今古萩公会堂

17 ㊋

18 ㊌
19 ㊍

24 ㊋

25 ㊌

26 ㊍

27 ㊎

　こころの相談日（要予約）
　骨スマＯＢ会
　大井グッドヘルス
●５か月児相談
　こころの相談日（要予約）
　こころの相談日（要予約）
　川島・土原・御許町・江向健康づくり教室
　
　前小畑健康教室
　堀内健康教室
● 10 か月児相談
　こころの相談日（要予約）
　今古萩タマちゃん体操会

開催中〜11/9㊏
　写真展「佐々並の魅力再発見！」 9:30〜 明木図書館

20㊎、27㊎
　まなぼう館でレッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館

17㊋ あんずの会 14:00〜 萩図書館
18㊌ としょかん通信をつくろう 15:30〜 明木図書館
25㊌ マジックカードであそぼう 15:30〜 明木図書館

【休館日】 須佐図書館：16㊊〜18㊌、23㊊、24㊋、30㊊
            明木図書館：16㊊〜18㊌、22㊐〜24㊋、30㊊

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週㊋
毎週㊊、㊍、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
18㊌ お月見をしよう！ 18:45〜21:00

19㊍ ピヨピヨ「楽器を作って鳴らして
みよう」 10:30〜11:30

21㊏ おはなし会草の芽（子ども図書館） 15:00〜
25㊌ だんすダンス 18:45〜20:15
26㊍ 子育て相談 10:30〜11:30
28㊏ おはなし会おひさま（子ども図書館） 15:00〜
◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
17㊋、24㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00

17㊋ 発達相談日
絵本の読み聞かせ「ガタンゴトンの会」

10:00〜12:00
11:00〜11:30

24㊋ 親子遊び「ぽっぽの会」 10:30〜11:30
◆萩光塩学院幼稚園（22･2019）

18㊌
未就園児への園舎開放日「てんし組」
※自由遊び、リズム体操、手遊び、ペープサ
ート、パネルシアターなど

10:00 〜 11:30

萩健康福祉センター ☎25・2667
24 ㊋
25 ㊌

　心の健康相談（要予約）
　酒害相談（お酒に関する困り事相談）

13:00 〜
13:00 〜

★毎週木曜日放送・金曜日再放送 広報課 ☎25-3178
◆行政番組「マイたうん萩」（10 分間）
19㊍ 4 期目の地域協議会が答申
26㊍ 萩市休日急患診療センターが 10 月オープン
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情報カレンダー日月火水木金土
61 2 3 4 5 7

98 11 12 13 14
17

2324
15 1920 2118
22 27 2826
16

3029
25

10

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
　外科、内科、小児科、産婦人科は消防テレホンサービス（☎ 25・
　7474）、歯科は萩市消防本部（☎25・2772）で確認してください。

※小児科は、23日以外、内科で対応します。
※夜間・休日当番医の診療時間は翌朝８時まで。
　歯科は午前９時〜正午。
※救急医療は急患のためのものです。

※阿北地区（川上・田万川・むつみ・須佐・旭・福栄地域）

24 時間年中無休で健康や医療に
関する相談を受け付けています。
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

16 →30日 日

月９
16㊊

◯萩八景遊覧船、萩・長門峡観光遊覧船 敬老の日キャンペーン 〜23日 外科 都志見（江向） 22・2811
（9:00〜/各遊覧船乗場）内科 萩慈生（玉江） 25・6622

産婦人科 なかむら（熊谷町） 22・1557
歯科 土原（土原） 25・0380

17㊋
●被災者のための無料法律相談 〜10/29（毎週火曜日）　（10:00〜/須佐総合事務所）外科 玉木（瓦町） 22･0030
◯心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）内科 中嶋（今古萩町） 22･2206

18㊌
◯年金出張相談 （10:00〜/須佐総合事務所）外科 萩市民（椿） 25･1200

内科 市原（塩屋町） 22・0184

19㊍
◯高齢者写真教室「シャッターチャンスほほえみ」秋季写真展 〜22日（9:00〜/市民館）外科 都志見（江向） 22・2811
●被災者のための無料法律相談 〜10/31（毎週木曜日） （10:00〜/田万川総合事務所）内科 藤原（土原） 22・0781
●行政相談（10:00〜/むつみコミュニティセンター、13:00〜／むつみ農村環境改善センター）

20㊎
○秋の全国交通安全運動（〜 30 日） 外科 花宮（平安古町） 25・8738

内科 波多野（堀内） 25･2788

21㊏
●萩博物館企画展「没後50年記念 日本南画界の重鎮・松林桂月」 〜12/8 外科 MP萩（堀内） 24･0082

（9:00〜/萩博物館） 内科 中坪（今魚店町） 22・5430
◯ほほえみ大運動会 （10:00〜/市民体育館）

22㊐
◯運動会（須佐保、あさひ保佐々並分園・佐々並小、明倫小、育英小、木間小・中、須佐中、田万川中） 外科 兼田（吉田町） 22･1113
　 内科 萩市民（椿） 25･1200

産婦人科 都志見（江向） 22・2811
歯科 まつうら（古魚店町）26・1182

23㊊

外科 かわかみ（椿東） 21・7538
内科 萩むらた（今古萩町）25・9170

小児科 いわたに（椿東） 24・2100
産婦人科 なかむら（熊谷町） 22・1557
歯科 まつお（無田ヶ原） 26・1222

24㊋
◯萩市老人クラブ「作品展」 〜26日　（12:00〜、25・26日は9:00〜/市民館小ホール）外科 田町（東田町） 24・1234
◯心配ごと相談 （13:30〜/むつみ地域世帯交流拠点施設）内科 わたぬき（東浜崎町）25･2020

25㊌
●無料法律相談 （10:00〜/市役所）外科 玉木（瓦町） 22･0030
●９月萩市議会定例会（最終日） （14:00〜/萩市議会議場）内科 中嶋（今古萩町） 22･2206

26㊍
◯萩市老人クラブ「発表会」 （13:00〜/市民館大ホール）外科 萩市民（椿） 25･1200
●行政相談 （13:30〜/川上公民館）内科 萩慈生（玉江） 25・6622

27㊎
外科 萩むらた（今古萩町）25・9170
内科 全真会（玉江浦） 22・4106

28㊏
◯運動会（新川保、むつみ保） 外科 池本（玉江浦） 25･7575
◯きれいなまち・萩推進市民会議美化活動 （9:00〜/越ケ浜・大井間（大渡浜））内科 市原（塩屋町） 22・0184
◯ＭＯＡ美術館 萩・長門地域児童作品展 〜29日　　　（10:00〜/市民館小ホール）

29㊐
◯運動会（春日保、住の江保、大井保、あさひ保、多磨小） 外科 めづき（土原） 22・2248
◯映画「隣る人」上映会 （13:00〜、16:00〜/山口福祉文化大学）内科 柳井（橋本町） 22･0748

産婦人科 都志見（江向） 22・2811
歯科 松隈（土原） 24・2088

30㊊
○農林漁村民泊体験の受け入れ（〜 10 月２日） 外科 萩市民（椿） 25･1200

内科 中坪（今魚店町） 22・5430

阿北地区
休日当番医
AM８：30〜PM５：30

16日㊊
22日㊐
23日㊊
29日㊐

［内科］
［内科］
［内外科］
［内科］

すさ（須佐）
松原（須佐）
齋藤（阿武町）
むつみ（吉部上）

08387・6・3376
08387・6・5055
08388・2・2838
08388・6・0149
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の

果物/野菜
お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。（敬称略）
※８月16日〜８月31日受付分

■人の動き（平成 25 年８月末日）
人口／52,662人（前月比ー85）
男／24,153人（前月比ー43）　女／28,509人（前月比ー42）
世帯数／24,226世帯（前月比ー26）
出生／20人　死亡／86人

表紙 須佐総合事務所も被災
３階に災害復興局

　７.28 豪雨では、須佐総合事務所も須佐川の氾濫
により約 60㎝の高さまで浸水し、１階フロアには
泥が堆積、電気も止まるなど大きな被害を受けまし
た。被災者の方の復旧作業を優先したため、１階は
ほぼ手つかずのまま、ボランティアの休憩所などに
使用されましたが、被災後１カ月が経過した９月２
日から１階での窓口業務を再開しました。
　９月 17 日からは、「災害復興局」を須佐総合事
務所３階に新設し、専任職員 31 人が配属されます。


	表紙「須佐総合事務所」
	7.28豪雨災害／災害復興局を新設します！
	９月17日から須佐総合事務所に設置
	災害復興局の新設に伴う職員の人事異動
	萩市生活応援センター
	萩市被災者総合相談窓口

	九州・山口など産業革命遺産が世界遺産の推薦候補に！
	市長コラム「北斗七星」
	地域の産業振興に必要な取り組みについて
	萩地域
	川上地域
	田万川地域
	むつみ地域
	須佐地域
	旭地域
	福栄地域

	地域トピックス
	むつみ剣友会とウルサン剣道館の交流
	「萩・万灯会」幻想的な灯火の世界
	明木ふるさと祭りにアイドルグループが登場
	今年も五穀豊穣を祈って木間風鎮祭
	和やかな音楽のひとときを萩往還で
	萩ならではの教育を目指して
	真夏のロックフェスで熱演
	須佐・田万川地域に再び記録的な豪雨
	「むつみ愛サービス」がスタート
	須佐で復興を祈りピアノコンサート
	女台場築造150年の記念に、奇兵隊も参加！
	ビビる大木と巡る幕末旅日記

	萩の木になるモノづくりプロジェクト
	萩で働こう！就職相談会　人材育成セミナー受講者募集

	環境報告：萩市のごみ処理量の推移
	シリーズ⑦　国民健康保険　「ジェネリック医薬品を上手に活用しましょう！」
	台風や集中豪雨から身を守る
	人事行政の運営等の概要を公表します
	職員の任免および職員数の状況
	職員の競争試験および選考の状況
	職員の勤務時間およびその他の勤務条件の状況
	職員の分限および懲戒処分の状況
	職員の服務の状況
	職員の研修および勤務成績の評定の状況
	職員の福祉および利益の保護の状況
	公平委員会に係る業務の状況
	職員の給与の状況

	シリーズ97　健康ガイド　高血圧に対する運動のすすめ
	情報案内板
	お知らせ
	豪雨災害による被災者のための無料法律相談
	児童扶養手当現況届・特別児童扶養手当所得状況届の提出
	住宅・土地統計調査
	エコプラザ・萩情報
	事業主の皆さんへ　個人住民税の特別徴収切り替えのお願い
	家屋調査にご協力を
	消火器の規格・点検基準の改正
	９月21日〜30日　秋の全国交通安全運動
	萩市指定給水装置工事事業者・排水設備指定工事店の追加
	「カタシ募金」にご協力を
	来年度就学児童の健康診断

	募集
	萩市社会福祉事業団の看護職員
	子育て支援センター行事
	県立萩美術館・浦上記念館月夜のナイトミュージアム
	萩・花と緑のふれあい広場
	萩・魚まつり巡視艇「はぎなみ」体験航海
	萩ものしり博士検定

	講演・講座
	外国人のための日本語講座（秋期）

	相談
	行政書士無料電話相談
	国民年金基金の相談会

	スポーツ
	萩市民秋季ソフトボール大会

	イベント
	高齢者写真教室「シャッターチャンスほほえみ」
	ほほえみ大運動会
	老人クラブ作品展・発表会
	着物ウィークin萩
	県立萩美術館・浦上記念館
	「運動器の10年・骨と関節の日」記念行事
	萩・阿武女声コーラスの集い
	萩博物館

	テレビ放映のお知らせ／萩が舞台のNHK特集ドラマ「はじまりの歌」
	ツインシネマ上映案内
	保健ガイド
	スポーツガイド
	図書館ガイド
	子育てガイド
	ケーブルテレビ放送予定
	情報カレンダー　９月16日〜30日
	旬の果物／野菜　千石台秋冬だいこん
	人の動き（平成25年８月末日）

